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【手続補正書】
【提出日】平成20年7月4日(2008.7.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
検体分析装置が検体を分析して得られる検体分析結果を処理する臨床検査情報処理装置で
あって、
精度管理用検体を検体分析装置で分析して得られた精度管理分析結果が承認されており、
且つ、検体分析結果が所定の条件に合致する場合に、検体分析結果を承認する承認処理を
自動的に実行する検体分析結果自動承認手段と、
　検体分析結果の承認の入力を受け付け可能な検体分析結果承認画面を表示する検体分析
結果承認画面表示手段と、
　検体分析結果承認画面を介して検体分析結果の承認の入力を受け付けた場合に、検体分
析結果を承認する検体分析結果手動承認手段と、
　検体分析結果自動承認手段によって検体分析結果の承認処理を自動的に実行する自動承
認モード、および、分析結果承認画面を介して検体分析結果の承認処理を実行する手動承
認モードを切り替えるモード切替手段と、を備えることを特徴とする臨床検査情報処理装
置。
【請求項２】
　検体分析結果承認画面表示手段は、精度管理分析結果が承認されているか否かの情報を
検体分析結果承認画面に表示する請求項１記載の臨床検査情報処理装置。
【請求項３】
　精度管理検体分析結果の承認の入力を受け付け可能な精度管理検体分析結果承認画面を
表示し、精度管理検体分析結果の承認の入力を受け付けた場合に、精度管理分析結果を承
認する精度管理検体分析結果承認手段を備える請求項１または請求項２に記載の臨床検査
情報処理装置。
【請求項４】
  検体分析結果手動承認手段は、精度管理分析結果が承認されており、且つ、検体分析結
果承認画面を介して検体分析結果の承認の入力を受け付けた場合に、検体分析結果を承認
する請求項１～３のいずれかに記載の臨床検査情報処理装置。
【請求項５】
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検体分析結果手動承認手段は、精度管理分析結果が正常範囲内にあり、且つ、検体分析結
果承認画面を介して検体分析結果の承認の入力を受け付けた場合に、検体分析結果を承認
する請求項１～３のいずれかに記載の臨床検査情報処理装置。
【請求項６】
検体分析結果を記憶する検体分析結果記憶手段と、検体分析結果記憶手段によって記憶さ
れている検体分析結果の中から承認されている検体分析結果を抽出し、抽出した検体分析
結果を出力する出力手段と、をさらに備える請求項１～５のいずれかに記載の臨床検査情
報処理装置。
【請求項７】
検体分析装置が検体を分析して得られる検体分析結果を処理する臨床検査情報処理装置で
あって、
精度管理用検体を検体分析装置で分析して得られた精度管理分析結果が正常範囲内にあり
、且つ、検体分析結果が所定の条件に合致する場合に、検体分析結果を承認する承認処理
を自動的に実行する検体分析結果自動承認手段と、
　検体分析結果の承認の入力を受け付け可能な検体分析結果承認画面を表示する検体分析
結果承認画面表示手段と、
　検体分析結果承認画面を介して検体分析結果の承認の入力を受け付けた場合に、検体分
析結果を承認する検体分析結果手動承認手段と、
　検体分析結果自動承認手段によって検体分析結果の承認処理を自動的に実行する自動承
認モード、および、分析結果承認画面を介して検体分析結果の承認処理を実行する手動承
認モードを切り替えるモード切替手段と、を備えることを特徴とする臨床検査情報処理装
置。
【請求項８】
検体分析結果を外部に出力し得る検体分析装置と、検体分析結果を受信し、処理する臨床
検査情報処理装置と、を備える臨床検査情報処理システムであって、
臨床検査情報処理装置が、
精度管理用検体を検体分析装置で分析して得られた精度管理分析結果が承認されており、
且つ、検体分析結果が所定の条件に合致する場合に、検体分析結果を承認する承認処理を
自動的に実行する検体分析結果自動承認手段と、
　検体分析結果の承認の入力を受け付け可能な検体分析結果承認画面を表示する検体分析
結果承認画面表示手段と、
　検体分析結果承認画面を介して検体分析結果の承認の入力を受け付けた場合に、検体分
析結果を承認する検体分析結果手動承認手段と、
　検体分析結果自動承認手段によって検体分析結果の承認処理を自動的に実行する自動承
認モード、および、分析結果承認画面を介して検体分析結果の承認処理を実行する手動承
認モードを切り替えるモード切替手段と、を備えることを特徴とする臨床検査情報処理シ
ステム。
【請求項９】
検体分析結果を外部に出力し得る検体分析装置と、検体分析結果を受信し、処理する臨床
検査情報処理装置と、を備える臨床検査情報処理システムであって、
臨床検査情報処理装置が、
精度管理用検体を検体分析装置で分析して得られた精度管理分析結果が正常範囲内にあり
、且つ、検体分析結果が所定の条件に合致する場合に、検体分析結果を承認する承認処理
を自動的に実行する検体分析結果自動承認手段と、
　検体分析結果の承認の入力を受け付け可能な検体分析結果承認画面を表示する検体分析
結果承認画面表示手段と、
　検体分析結果承認画面を介して検体分析結果の承認の入力を受け付けた場合に、検体分
析結果を承認する検体分析結果手動承認手段と、
　検体分析結果自動承認手段によって検体分析結果の承認処理を自動的に実行する自動承
認モード、および、分析結果承認画面を介して検体分析結果の承認処理を実行する手動承
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認モードを切り替えるモード切替手段と、を備えることを特徴とする臨床検査情報処理シ
ステム。
【請求項１０】
  検体を分析して検体分析結果を得る分析手段と、
精度管理用検体を分析手段で分析して得られた精度管理分析結果が承認されており、且つ
、検体分析結果が所定の条件に合致する場合に、検体分析結果を承認する承認処理を自動
的に実行する検体分析結果自動承認手段と、
　検体分析結果の承認の入力を受け付け可能な検体分析結果承認画面を表示する検体分析
結果承認画面表示手段と、
　検体分析結果承認画面を介して検体分析結果の承認の入力を受け付けた場合に、検体分
析結果を承認する検体分析結果手動承認手段と、
　検体分析結果自動承認手段によって検体分析結果の承認処理を自動的に実行する自動承
認モード、および、分析結果承認画面を介して検体分析結果の承認処理を実行する手動承
認モードを切り替えるモード切替手段と、を備えることを特徴とする分析装置。
【請求項１１】
検体を分析して検体分析結果を得る分析手段と、
精度管理用検体を分析手段で分析して得られた精度管理分析結果が正常範囲内にあり、且
つ、検体分析結果が所定の条件に合致する場合に、検体分析結果を承認する承認処理を自
動的に実行する検体分析結果自動承認手段と、
検体分析結果の承認の入力を受け付け可能な検体分析結果承認画面を表示する検体分析結
果承認画面表示手段と、
　検体分析結果承認画面を介して検体分析結果の承認の入力を受け付けた場合に、検体分
析結果を承認する検体分析結果手動承認手段と、
　検体分析結果自動承認手段によって検体分析結果の承認処理を自動的に実行する自動承
認モード、および、分析結果承認画面を介して検体分析結果の承認処理を実行する手動承
認モードを切り替えるモード切替手段と、を備えることを特徴とする分析装置。
【請求項１２】
  検体分析装置が検体を分析して得られる検体分析結果を処理するために、コンピュータ
を、
精度管理用検体を検体分析装置で分析して得られた精度管理分析結果が承認されており、
且つ、検体分析結果が所定の条件に合致する場合に、検体分析結果を承認する承認処理を
自動的に実行する検体分析結果自動承認手段と、
　検体分析結果の承認の入力を受け付け可能な検体分析結果承認画面を表示する検体分析
結果承認画面表示手段と、
　検体分析結果承認画面を介して検体分析結果の承認の入力を受け付けた場合に、検体分
析結果を承認する検体分析結果手動承認手段と、
　検体分析結果自動承認手段によって検体分析結果の承認処理を自動的に実行する自動承
認モード、および、分析結果承認画面を介して検体分析結果の承認処理を実行する手動承
認モードを切り替えるモード切替手段と、して作動させることを特徴とする臨床検査情報
処理用のプログラム。
【請求項１３】
検体分析装置が検体を分析して得られる検体分析結果を処理するために、コンピュータを
、
精度管理用検体を検体分析装置で分析して得られた精度管理分析結果が正常範囲内にあり
、且つ、検体分析結果が所定の条件に合致する場合に、検体分析結果を承認する承認処理
を自動的に実行する検体分析結果自動承認手段と、
　検体分析結果の承認の入力を受け付け可能な検体分析結果承認画面を表示する検体分析
結果承認画面表示手段と、
　検体分析結果承認画面を介して検体分析結果の承認の入力を受け付けた場合に、検体分
析結果を承認する検体分析結果手動承認手段と、
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　検体分析結果自動承認手段によって検体分析結果の承認処理を自動的に実行する自動承
認モード、および、分析結果承認画面を介して検体分析結果の承認処理を実行する手動承
認モードを切り替えるモード切替手段と、して作動させることを特徴とする臨床検査情報
処理用のプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
本発明の臨床検査情報処理装置は、検体分析装置が検体を分析して得られる検体分析結果
を処理する臨床検査情報処理装置であって、精度管理用検体を検体分析装置で分析して得
られた精度管理分析結果が承認されており、且つ、検体分析結果が所定の条件に合致する
場合に、検体分析結果を承認する承認処理を自動的に実行する検体分析結果自動承認手段
と、検体分析結果の承認の入力を受け付け可能な検体分析結果承認画面を表示する検体分
析結果承認画面表示手段と、検体分析結果承認画面を介して検体分析結果の承認の入力を
受け付けた場合に、検体分析結果を承認する検体分析結果手動承認手段と、検体分析結果
自動承認手段によって検体分析結果の承認処理を自動的に実行する自動承認モード、およ
び、分析結果承認画面を介して検体分析結果の承認処理を実行する手動承認モードを切り
替えるモード切替手段と、を備えることを特徴としている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
なお、本明細書において、分析結果及び精度管理結果の両方について「承認」という表現
を用いているが、分析装置により検体を分析した結果を「承認」するとは、検査技師が分
析結果を医師に見せてもよいと認めることを意味しており、また精度管理結果に関して「
承認」とは、精度管理用の検体を測定した結果、分析装置が仕様通りの性能を発揮し得る
状態であると認めることを意味している。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
また、本発明の臨床検査情報処理装置は、検体分析装置が検体を分析して得られる検体分
析結果を処理する臨床検査情報処理装置であって、精度管理用検体を検体分析装置で分析
して得られた精度管理分析結果が正常範囲内にあり、且つ、検体分析結果が所定の条件に
合致する場合に、検体分析結果を承認する承認処理を自動的に実行する検体分析結果自動
承認手段と、検体分析結果の承認の入力を受け付け可能な検体分析結果承認画面を表示す
る検体分析結果承認画面表示手段と、検体分析結果承認画面を介して検体分析結果の承認
の入力を受け付けた場合に、検体分析結果を承認する検体分析結果手動承認手段と、検体
分析結果自動承認手段によって検体分析結果の承認処理を自動的に実行する自動承認モー
ド、および、分析結果承認画面を介して検体分析結果の承認処理を実行する手動承認モー
ドを切り替えるモード切替手段と、を備えることを特徴としている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
 また、本発明の臨床検査情報処理システムは、検体分析結果を外部に出力し得る検体分
析装置と、検体分析結果を受信し、処理する臨床検査情報処理装置と、を備える臨床検査
情報処理システムであって、臨床検査情報処理装置が、精度管理用検体を検体分析装置で
分析して得られた精度管理分析結果が承認されており、且つ、検体分析結果が所定の条件
に合致する場合に、検体分析結果を承認する承認処理を自動的に実行する検体分析結果自
動承認手段と、検体分析結果の承認の入力を受け付け可能な検体分析結果承認画面を表示
する検体分析結果承認画面表示手段と、検体分析結果承認画面を介して検体分析結果の承
認の入力を受け付けた場合に、検体分析結果を承認する検体分析結果手動承認手段と、検
体分析結果自動承認手段によって検体分析結果の承認処理を自動的に実行する自動承認モ
ード、および、分析結果承認画面を介して検体分析結果の承認処理を実行する手動承認モ
ードを切り替えるモード切替手段と、を備えることを特徴としている。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
また、本発明の臨床検査情報処理システムは、検体分析結果を外部に出力し得る検体分析
装置と、検体分析結果を受信し、処理する臨床検査情報処理装置と、を備える臨床検査情
報処理システムであって、臨床検査情報処理装置が、精度管理用検体を検体分析装置で分
析して得られた精度管理分析結果が正常範囲内にあり、且つ、検体分析結果が所定の条件
に合致する場合に、検体分析結果を承認する承認処理を自動的に実行する検体分析結果自
動承認手段と、検体分析結果の承認の入力を受け付け可能な検体分析結果承認画面を表示
する検体分析結果承認画面表示手段と、検体分析結果承認画面を介して検体分析結果の承
認の入力を受け付けた場合に、検体分析結果を承認する検体分析結果手動承認手段と、検
体分析結果自動承認手段によって検体分析結果の承認処理を自動的に実行する自動承認モ
ード、および、分析結果承認画面を介して検体分析結果の承認処理を実行する手動承認モ
ードを切り替えるモード切替手段と、を備えることを特徴としている。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
また、本発明の分析装置は、検体を分析して検体分析結果を得る分析手段と、精度管理用
検体を分析手段で分析して得られた精度管理分析結果が承認されており、且つ、検体分析
結果が所定の条件に合致する場合に、検体分析結果を承認する承認処理を自動的に実行す
る検体分析結果自動承認手段と、検体分析結果の承認の入力を受け付け可能な検体分析結
果承認画面を表示する検体分析結果承認画面表示手段と、検体分析結果承認画面を介して
検体分析結果の承認の入力を受け付けた場合に、検体分析結果を承認する検体分析結果手
動承認手段と、検体分析結果自動承認手段によって検体分析結果の承認処理を自動的に実
行する自動承認モード、および、分析結果承認画面を介して検体分析結果の承認処理を実
行する手動承認モードを切り替えるモード切替手段と、を備えることを特徴としている。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００１３】
また、本発明の分析装置は、検体を分析して検体分析結果を得る分析手段と、精度管理用
検体を分析手段で分析して得られた精度管理分析結果が正常範囲内にあり、且つ、検体分
析結果が所定の条件に合致する場合に、検体分析結果を承認する承認処理を自動的に実行
する検体分析結果自動承認手段と、検体分析結果の承認の入力を受け付け可能な検体分析
結果承認画面を表示する検体分析結果承認画面表示手段と、検体分析結果承認画面を介し
て検体分析結果の承認の入力を受け付けた場合に、検体分析結果を承認する検体分析結果
手動承認手段と、検体分析結果自動承認手段によって検体分析結果の承認処理を自動的に
実行する自動承認モード、および、分析結果承認画面を介して検体分析結果の承認処理を
実行する手動承認モードを切り替えるモード切替手段と、を備えることを特徴としている
。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
 また、本発明の臨床検査情報処理用のプログラムは、検体分析装置が検体を分析して得
られる検体分析結果を処理するために、コンピュータを、精度管理用検体を検体分析装置
で分析して得られた精度管理分析結果が承認されており、且つ、検体分析結果が所定の条
件に合致する場合に、検体分析結果を承認する承認処理を自動的に実行する検体分析結果
自動承認手段と、検体分析結果の承認の入力を受け付け可能な検体分析結果承認画面を表
示する検体分析結果承認画面表示手段と、検体分析結果承認画面を介して検体分析結果の
承認の入力を受け付けた場合に、検体分析結果を承認する検体分析結果手動承認手段と、
検体分析結果自動承認手段によって検体分析結果の承認処理を自動的に実行する自動承認
モード、および、分析結果承認画面を介して検体分析結果の承認処理を実行する手動承認
モードを切り替えるモード切替手段と、して作動させることを特徴としている。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
また、本発明の臨床検査情報処理用のプログラムは、検体分析装置が検体を分析して得ら
れる検体分析結果を処理するために、コンピュータを、精度管理用検体を検体分析装置で
分析して得られた精度管理分析結果が正常範囲内にあり、且つ、検体分析結果が所定の条
件に合致する場合に、検体分析結果を承認する承認処理を自動的に実行する検体分析結果
自動承認手段と、検体分析結果の承認の入力を受け付け可能な検体分析結果承認画面を表
示する検体分析結果承認画面表示手段と、検体分析結果承認画面を介して検体分析結果の
承認の入力を受け付けた場合に、検体分析結果を承認する検体分析結果手動承認手段と、
検体分析結果自動承認手段によって検体分析結果の承認処理を自動的に実行する自動承認
モード、および、分析結果承認画面を介して検体分析結果の承認処理を実行する手動承認
モードを切り替えるモード切替手段と、して作動させることを特徴としている。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】削除
【補正の内容】
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